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各ケースはそれぞれ，気候変動ガパナンスの科学・科学的助言(第 2 章)， (主に国内レベルの)政策的
な対応策(第 3 章) ，そして，技術的な対策手段(第 4 章)の 3 つで、ある.研究手法としては，メディ




















第 4 章では，気候変動ガ、パナンスの技術的な対応策の事例として，炭素隔離技術 (CCS) を取り上げ
た. CCS は，官民協働で技術開発が推進される気候変動の緩和技術である. CCS は，巨大な C02 の貯
留ポテンシヤルを有する一方で， C02 の漏洩リスクなどの技術的・政策的な問題を抱え，その政策的な
推進に論争がある.同章では CCS が メディア報道においてどのように言説表象・フレーミングされ
ているのかを分析した.
3. 事例研究の結果















第 3 章の排出取引 (ET) の事例研究では，メディア報道の表象・フレーミングによって，気候変動ガ
パナンスの主要な政策手段として注目される ET の言説的な“意味"がどのように構築されてきたのかを
分析した.分析結果としては， 1997 年から 2010 年までのメディア報道では， ET の政策的な文脈の歴史
的な変化に伴い， ET のフレーミングが，通時的に言説変化してきたことが明らかになった. 1997 年の
京都議定書交渉当時，メディア報道では， ET は実質的な GHG 排出削減を形骸化しうる「抜け大」の政






念的混乱j が生じ， ET の政策導入に対する公衆の支持を阻む要因となっていると考えられる.
第 4 章の炭素隔離技術 (CCS) の事例では，気候変動ガパナンスの緩和技術として注目される CCS が，
メディア報道によって，どのように言説表象・プレーミングされているのかを分析にした. CCS は，火
力発電所などの大規模な C02 排出源から C02 を分離・回収し，地中あるいは海底下に貯留する技術で
ある. CCS の開発・導入をめぐっては，大規模な C02 貯留ポテンシャルが注目される一方で， C02 の
漏洩リスクや化石燃料への依存などの捉え方には多様な意見がある.分析結果としては， 1990 年'"'-'2010
年までのメディア報道では， CCS は，大規模な C02 の貯留ポテンシャルを持ち，化石燃料の継続利用
と大幅な C02 排出削減とを両立可能にする，人為的な気候変動防止のための革新的技術として言説表象
されていた.三大紙に共通する支配的なフレームとして<責任と有望性><テクノクラシー><化石










「言説の分断化 (fragmentation of discourses) J では，メディア言説は，相互に密接に関連し合い，相
互作用を繰り返す，本質的に不可分で，分離不可能な複雑に交錯する気候変動ガバナンスの政治空間を，
相互に分離された領域へと言説的に分断化するといえる. IPCC の制度化における「科学と政治の共構






































第一の「言説の分断化 (fra伊1印刷onofdisco町田s) J では，メディア言説は，相互に密接に関連し合い，相互作用
を繰り返す，本節句に不可分で，分離不可能な概釦こ交錯する気候変動ガパナンスの政治空間を，相互に分離され
た領域へと言説的に分断化することを明らかにしている.





て，新たな言説的な意味の再構築を限害する「言説的な経路依存性 (discursive 戸出d甲田dency)J を生じさせる可能
性があると指摘している.
このように、本研究は、非常にオリジナリティが高いものであり、気候変動問題を、社会学やメディア論と
いう視点、から分析したり、う点で高く間面できる。その分析結果の社会的な示唆も興味深いものになっている。
よって，本主命文同専士(学術の学(立論文として合格と認める。
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